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第3回
知恵ビジネスプランコンテスト

認定プランを決定
本所は、知恵産業の推進を目的に「知恵ビジネスプランコンテスト」を実施しています。

京都の強みを活かした独創性あふれる応募プランの中から、企業価値を高めて顧客創造を図るものを

「知恵ビジネスプラン」として認定し、さまざまな支援を行っていきます。

今回は、多数の応募の中から認定されたプランについて、

その知恵の使いどころや活かし方などについて紹介します。

　

本
所
で
は
、京
都
の
ま
ち
の
特
性
や
企
業
独
自
の
強
み
や
知
恵
を
活
用
し
て
、新
た
な
付
加

価
値
や
市
場
を
創
造
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
」と
名
付
け
て
い
ま
す
。産
業
と
し
て

京
都
全
体
に
波
及
し
、よ
り
多
く
の
中
小
企
業
が
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
め
る
よ
う
誘
発
す

る
た
め
、第
３
回
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。多
種
多
様
な
業
種

か
ら
前
回
を
上
回
る
８５
件
の
応
募
が
あ
り
、独
自
性
や
顧
客
創
造
、実
現
性
な
ど
の
観
点
で
書
面

審
査
、実
地
調
査
、ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
重
ね
、き
ら
り
と
光
る
６
件
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を

認
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

認
定
を
受
け
た
企
業
に
は
、本
所
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
活
か
し
て
、

経
営
戦
略
・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、資
金
調
達
準
備
・
補
助
金
申
請
、交
流
・マ
ッ
チ
ン
グ
、広
報
・
プ

ロ
モ
ー
ト
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を
継
続
的
に
行
い
、プ
ラ
ン
の
実
現
を

め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

「
違
い
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
顧
客
を
創
造
す
る
」プ
ラ
ン
を
集
中
支
援

知恵ビジネスへの
チャレンジャー
募集中 京都商工会議所 知恵産業推進室　TEL：075-212-6470　E-mail：chie@kyo.or.jp

〈お問合せ〉

その知恵を
　カタチに！



知恵ビジネスに

　アスファルト補修というニッチなマーケットだが、他社にない独自の発想・
技術として評価できる。施主に対してこの施工方法の優位性をどう理解しても
らうのか、また、施工実績をどう積み上げていくのか、今後解決すべき課題
といえよう。解決すべき課題を具体的に整理し、優先順位をつけて着実に実
行していくことが求められる。

今回開発した「アステープ」。
「火気が不要」「工期とコストの縮減」
という画期的な特長をもつ。

特殊な舗装の施工も請け負うなど舗装
技術力を培ってきた。

直営施工へのこだわりが、施工技術や現場改善の意識向上につながっている。

企業情報
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「
ア
ス
テ
ー
プ
」を
使
っ
た
新
し
い
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
法
の
提
案

　

駐
車
場
や
国
道
、
高
速
道
路
、
駅
や
空
港
な
ど
、
規
模
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事
を
手
が
け
て
き
た
。
直

営
施
工
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
こ
と
で
、
新
工
法
・
新
機
材
に
対
応
す
る

技
術
力
を
磨
き
上
げ
、
近
年
で
は
一
般
土
木
工
事
な
ど
へ
の
多
角
化
も

進
め
て
い
る
。

　

高
度
な
技
術
と
品
質
を
追
求
す
る
経
営
姿
勢
は
、
現
場
改
善
の
意
識

向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
道
路
な
ど
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
は
数
年
経
つ
と

劣
化
す
る
た
め
、
そ
の
表
面
を
補
修
す
る
工
事
（
オ
ー
バ
ー
レ
イ
）
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
従
来
の
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
法
は
現
場

で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
原
液
接
着
剤
を
加
熱
し
て
溶
か
す
必
要
が
あ
る
た
め
、

作
業
工
程
が
複
雑
に
な
る
う
え
、
作
業
中
の
火
災
事
故
や
火
傷
な
ど
の

危
険
が
伴
っ
た
。
そ
こ
で
同
社
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
原
液
接
着
剤
の
代
わ

り
に
、
特
殊
な
粘
着
テ
ー
プ
「
ア
ス
テ
ー
プ
」
を
開
発
。
一
般
の
両
面

テ
ー
プ
と
同
じ
よ
う
に
、
貼
っ
て
剥
が
す
と
い
う
簡
易
な
作
業
に
よ
り
、

安
全
で
環
境
に
優
し
く
、
施
工
コ
ス
ト
の
低
減
を
実
現
し
た
。「
火
気
対

策
」
で
は
な
く
、
従
来
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
常
識
を
覆
す
「
火
気
を

扱
わ
な
い
」
と
い
う
斬
新
な
発
想
が
、
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
高

く
評
価
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

今
、
公
共
工
事
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
市
場
を
取
り
巻
く
環
境
は
必

ず
し
も
良
好
で
は
な
い
。
し
か
し
、
新
し
い
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
法
の
メ
リ
ッ

ト
が
理
解
さ
れ
れ
ば
、
火
気
の
使
用
が
難
し
か
っ
た
工
場
敷
地
内
の
補

修
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
規
用
途
の
開
拓
に
結
び
つ
い
て
い
く
だ
ろ
う
。

す
で
に
い
く
つ
か
の
建
設
会
社
や
資
材
会
社
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
舞
い
込

む
な
ど
、
社
会
的
な
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。
人
に
も
環
境
に
も
優
し

い
新
技
術
で
、
斯
界
で
の
地
歩
固
め
を
狙
う
。

石川 英明
京都市伏見区深草小久保町 303
075-641-2384
http://www.ishikawakensetsu.jp/
舗装工事業、土木工事業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

株
式
会
社
石
川
建
設



知恵ビジネスに

　長い歴史を持つ老舗企業が、自社の優れた経営資源であるベテラン従業
員と、これまで培ってきた市場との信頼関係に着目し、その接点に獣害防止
ネットという今回の商品があると思われる。加えて、獣害に悩む地域との連携
というソーシャルな側面も持っており、これまでにない新たな取り組みとして
注目される。営利・非営利と区分けされてきた事業分野だけに、今後の施策
展開の方策について十分な検討が求められる。

企業情報
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地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

「
獣
害
防
止
ネ
ッ
ト
」の
開
発

　

文
化
年
間
（
1
8
0
5
年
）
創
業
以
来
、
長
い
歴
史
の
中
で
「
た
ゆ

ま
ぬ
自
己
形
成
と
社
会
へ
の
奉
仕
」
を
経
営
理
念
に
掲
げ
、
伝
統
的
な

ロ
ー
プ
や
各
種
産
業
用
資
材
・
農
林
機
械
の
販
売
を
通
し
て
、
顧
客
や

取
引
先
、
従
業
員
と
の
〝
絆
〟
を
大
切
に
す
る
企
業
文
化
を
育
ん
で
き

た
。
こ
う
し
た
社
内
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
、
今
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
が
生
み
出
さ
れ
た
。

　

近
年
、
里
山
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
野
生
動
物
が
田
や
畑
に
侵
入
し

て
農
作
物
を
荒
ら
す
獣
害
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
生
産
者
に
と
っ
て
切
実
な

問
題
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
被
害
を
防
ぐ
有
効
な
手
だ
て
が
な
く
、
農
村

地
域
の
生
産
力
の
低
下
や
過
疎
化
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会

問
題
の
解
決
を
目
指
し
、
同
社
で
は
金
網
や
特
殊
繊
維
、
電
気
柵
を
用
途

に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
た
獣
害
防
止
ネ
ッ
ト
を
開
発
。
被
害
が
大
き
い
猪

や
鹿
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
対
応
が
難
し
か
っ
た
猿
の
侵
入
を
防
止
す
る
。

　

こ
の
獣
害
防
止
ネ
ッ
ト
の
特
徴
は
、
持
ち
運
び
や
組
み
立
て
が
容
易

で
、
場
所
を
選
ば
ず
自
設
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
工
事
業
者
の

施
工
で
は
な
く
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
自

分
た
ち
で
地
域
社
会
を
守
る
！
」
と
い
う
自
助
意
識
の
醸
成
に
つ
な
げ

る
。
今
後
、
同
社
で
は
設
置
後
の
破
損
や
事
故
対
応
な
ど
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
を
充
実
さ
せ
、
地
域
の
獣
害
対
策
を
継
続
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
く
。
自
社
で
養
っ
た
絆
を
大
切
に
す
る
精
神
を
生
か
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
と
農
林
産
業
の
活
性
化
を
促
す
。

　

農
村
地
域
の
獣
害
だ
け
で
な
く
、
山
間
地
域
の
雪
害
対
策
や
観
光
地

区
の
鳥
獣
害
対
策
な
ど
、
未
開
拓
分
野
で
需
要
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
が
広

が
っ
て
い
る
。
社
会
貢
献
度
の
高
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
つ
の
モ
デ

ル
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
展
開
に
期
待
が
高
ま
る
。

野々内 達雄
京都市下京区七条通西洞院東入夷之町 689
075-361-2301
http://www.ohmirope.co.jp/
網製造業、その他金属製品製造業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

近
江
屋
ロ
ー
プ
株
式
会
社

地域住民が主体的に設置することで、地域の絆
の醸成にもつなげる。

自設可能な造りだが、さまざまな害獣の
侵入を効果的に防ぐ。

獣害防止ネット、名付けて
「イノシッシ」。設置場所
を選ばず、土地の形状に
応じて利用可能。



　タクシー事業と介護事業という独特の事業展開からノウハウを積み上げて
きた同社らしいプランである。非営利事業、しかも、小規模な取り組みで
あれば実現の可能性は高くなると思われるが、一定の規模で継続的に行うと
なると、提供するサービスの質や事業採算を含めて解決すべき課題がある。
ソーシャルなビジネスは社会からの期待が大きい分、企業としての責任も重く、
着実な積み上げが期待される。

企業情報

知恵ビジネスに
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高
齢
者
・
障
が
い
者
の“
生
き
甲
斐
移
動
”サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
「
お
出
か
け
ケ
ア
タ
ク
シ
ー
」

　

同
社
は
、「
移
動
」
と「
介
護
」
を
融
合
さ
せ
た
全
国
初
の
介
護

タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
「
ケ
ア
＆
ケ
ア
タ
ク
シ
ー
」
や
、
介
護
が
必
要
な
人

の
も
と
に
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
が
24
時
間
対
応
で
駆
け
つ
け
る

夜
間
訪
問
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
タ
ク
シ
ー
事
業
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

介
護
事
業
の
一
体
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
、
全
乗
務
員
の
半

数
以
上
が
2
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
有
す
る
な
ど
、
福
祉
介
護

に
対
す
る
社
内
の
意
識
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
と
介
護
事
業
で
培
っ
た
経

営
資
源
を
生
か
し
、
新
し
い
外
出
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
高
齢
者
や
要
介
護
者
、
障
が
い
者
の
通
院
や
買
い
物
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
あ
っ
て
も
、
趣
味
や
生
き
が
い
な
ど
を
後
押
し
す
る

よ
う
な
取
り
組
み
は
な
か
っ
た
。「
旅
行
に
行
き
た
い
！
」「
映
画
や
歌

舞
伎
を
楽
し
み
た
い
！
」 

こ
う
し
た
潜
在
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、「
生

活
に
不
可
欠
な
移
動
」
だ
け
で
な
く
、「
人
生
を
豊
か
に
す
る
お
出
か
け
」

を
ベ
ッ
ド
to
ベ
ッ
ド
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

同
社
で
は
、
新
卒
社
員
を
中
心
に
「
T
e
a
m 

N
e
x
t
」
を
編
成
。

入
社
後
3
年
間
で
「
移
動
」「
介
護
」「
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な

社
内
部
門
を
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
、
そ
の
経
験
と
斬
新
な
感
性
で

新
た
な
企
画
を
次
々
と
生
み
出
し
て
い
る
。
社
内
で
体
験
ツ
ア
ー
を
試
行
し
、

本
プ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
図
る
な
ど
、
す
で
に

始
動
し
て
い
る
。
今
後
は
、
ツ
ア
ー
会
社
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
と
の
連
携

を
図
り
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

高
齢
者
人
口
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今

ま
で
無
理
と
あ
き
ら
め
て
い
た
〝
生
き
甲
斐
移
動
〟
を
現
実
の
も
の
へ
と

変
え
る
プ
ラ
ン
で
、
新
た
な
顧
客
の
創
造
が
望
め
る
に
違
い
な
い
。

兼元 秀和
京都市右京区梅津段町 8
075-864-2122
http://www.cabik.co.jp/
一般乗用旅客自動車運送事業、
介護事業など

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

株
式
会
社
キ
ャ
ビ
ッ
ク

若手社員による発表や社内新聞。彼らが同社の原動力の一つとなっている。

単なる便利な移動
手段の枠を越え、
趣味や生きがいな
ど人生の豊かさを
提供する「お出かけ
ケアタクシー」。

同社はベット to ベットによる移動と介護の一体サービス
「ケア＆ケアタクシー」を全国で初めて展開。



　省エネ志向の強まり、環境への配慮など、事業環境は期待を持てる状況
にある。事業に対しての社長の強い思いが全ての原動力となっており、今後、
継続的な事業展開を考えるならば、組織的な対応力の整備が必要となる。
今回の認定を契機に、自社の経営資源（経営を支える強み）の再確認と、その
資源を生かした経営戦略の検討を進める中で、企業としての基盤強化に努めて
もらいたい。

企業情報

知恵ビジネスに
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「
エ
コ
窓
」の
開
発
と

 　

ウ
ィ
ン
ド
ウ・コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ・サ
ー
ビ
ス
の
展
開

　

現
在
、「
窓
の
リ
フ
ォ
ー
ム
」
を
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
メ
ー
カ
ー
の

商
品
だ
け
で
は
窓
枠
の
寸
法
が
足
り
な
い
な
ど
、
住
宅
事
情
に
よ
り
安

全
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
ー
カ
ー
の

種
類
を
問
わ
ず
「
窓
ま
わ
り
」
の
相
談
を
専
門
的
に
受
け
付
け
て
く
れ

る
と
こ
ろ
は
今
ま
で
な
か
っ
た
。

　

同
社
は
大
手
メ
ー
カ
ー
商
品
の
販
売
で
実
績
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

メ
ー
カ
ー
で
対
応
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品
を
独
自
開
発
す
る

な
ど
、窓
ま
わ
り
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
た
。こ
れ
ま
で
に
、

ユ
ー
ザ
ー
サ
イ
ド
で
二
重
窓
の
取
り
付
け
が
簡
単
に
で
き
る
「
セ
ル
フ
メ

イ
ク
ペ
ア
ガ
ラ
ス
」、
窓
枠
部
分
の
強
度
と
安
全
性
を
高
め
る
「
窓
枠
下

枠
補
強
部
材
」
な
ど
を
「
エ
コ
窓
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
実
用
化
。
デ
モ

機
を
使
っ
た
体
感
型
の
営
業
ス
タ
イ
ル
で
、そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

　

今
回
の
プ
ラ
ン
で
は
、
窓
ま
わ
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
事
や
悩
み
事

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
認
定
さ
れ
た
。
一
人
ひ
と
り

の
顧
客
に
一
流
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
よ
う
に
寄
り
添
い
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
と
メ
ー
カ
ー
商
品
を
組
み
合
わ
せ
た
提
案
を
行
う
こ
と
で
、

家
の
断
熱
化
や
結
露
対
策
、
防
音
対
策
な
ど
、
快
適
な
省
エ
ネ
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
実
現
し
て
い
く
。
今
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
市

場
は
伸
び
続
け
て
い
る
。
住
環
境
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
同
社
の
取
り
組
み

は
、
一
般
消
費
者
向
け
だ
け
で
な
く
、
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
、
施
設
な
ど
、

す
そ
野
の
広
い
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
め
る
だ
ろ
う
。
単
な
る
販

売
業
か
ら
脱
却
し
、
窓
ま
わ
り
の
総
合
サ
ー
ビ
ス
業
へ
と
事
業
転
換
す

る
こ
と
で
、
自
社
の
価
値
を
高
め
、
企
業
と
し
て
の
発
展
の
可
能
性
を

追
求
し
て
い
く
。

高橋 秀直
宇治市槙島町中川原 52
0774-51-1400
http://www.sun-wind.jp/
硝子、サッシ販売業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

サ
ン・ウ
イ
ン
ド
ト
ー
ヨ
ー
住
器
株
式
会
社

出荷を待つ「エコ窓」。
節電・省エネの高まり
から、窓による断熱化
へのニーズが高まりつ
つある。

取り付けが簡単な二重窓や窓枠の補強部材などを組み合わせて、断熱化や
結露対策を提案。

対面やセミナーなどを通じ
て顧客の「窓まわり」の悩み
事を解決する「ウィンドウ・
コンシェルジュ」。



　優れた独自技術を持っており、その強みを生かした市場戦略も明確である。
しかし、同社の技術だけで製品が完結するわけではなく、他の装置メーカー
との連携が重要なキーとなることをふまえ、どのような分野の、どのような
連携が最も自社の強みを生かすことにつながるのかを考慮する必要がある。

企業情報

知恵ビジネスに
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「
プ
リ
ン
ト
基
板
欠
陥
箇
所
確
認
機
」の
開
発
に
よ
る  

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
規
顧
客
開
拓

　

プ
リ
ン
ト
基
板
は
パ
ソ
コ
ン
や
家
電
製
品
、
ま
た
最
近
で
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
に
も
組
み
込
ま
れ
、
ま
す
ま
す
高
度
化
・
小
型
化
し
つ
つ

あ
る
。
同
社
は
創
業
以
来
、「
プ
リ
ン
ト
基
板
搬
送
装
置
業
界
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
」
企
業
を
目
指
し
て
、吸
着
パ
ッ
ド
に
よ
る
「
接
触
式
搬
送
技
術
」

や
、
空
気
圧
を
応
用
し
た
サ
イ
ク
ロ
ン
パ
ッ
ド
に
よ
る
「
非
接
触
式
搬
送

技
術
」
な
ど
を
独
自
に
開
発
。
プ
リ
ン
ト
基
板
製
造
工
程
の
省
力
化
や

ク
リ
ー
ン
化
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
認
定
さ
れ
た
「
プ
リ
ン
ト
基
板
欠
陥
箇
所
確

認
機
」
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
搬
送
技
術
と
、
京
都
の
企
業
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
研
究
し
て
き
た
画
像
処
理
技
術
等
を
融
合
し
て
生

ま
れ
た
も
の
。
プ
リ
ン
ト
基
板
の
製
造
工
程
に
お
い
て
は
、
基
板
の
欠
陥

箇
所
を
迅
速
に
検
査
・
確
認
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
最
近
で
は

よ
り
高
精
密
・
高
速
な
処
理
の
実
現
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
負
担
を
い
か

に
軽
減
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
、「
使

い
や
す
さ
」「
扱
い
や
す
さ
」
を
と
こ
と
ん
追
求
す
る
こ
と
で
、
高
精
細
・

高
倍
率
で
カ
メ
ラ
の
揺
れ
も
少
な
く
、
プ
リ
ン
ト
基
板
の
欠
陥
箇
所
を

ク
リ
ア
に
ス
ム
ー
ズ
に
検
出
で
き
る
確
認
機
の
開
発
に
結
び
つ
け
た
。
同

社
の
装
置
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
プ
リ
ン
ト
基
板
の
さ
ら
な
る
高
品
質

化
・
高
性
能
化
が
期
待
さ
れ
、
ハ
イ
テ
ク
市
場
は
ま
す
ま
す
賑
わ
い
を

増
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
今
後
は
、国
内
向
け
だ
け
で
な
く
、装
置
メ
ー
カ
ー

と
の
幅
広
い
連
携
で
世
界
市
場
へ
の
進
出
を
視
野
に
入
れ
る
。
京
都
発

の
ニ
ッ
チ
技
術
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
日
も
、
そ
う
遠

く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

竹村 一鷹
京都市南区上鳥羽北花名町 33
075-693-3557
http://www.tikuson.co.jp/
機械製造業

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

株
式
会
社
T
I
K
U
S
O
N

プリント基板の検査に欠か
せない「確認機」。同社製は
高機能でオペレーターにも
優しい。

プリント基板の搬送装置で培った
ノウハウが今回のプランに生かされた。

装置メーカーと連携し、グローバ
ル展開も視野に入れる。



　独自のフロッキー技法に加え、社長のデザイナーとしての才能も優れた
ものがある。社長の個人的スキルに頼るのではなく、「素材のノウハウをもつ
デザイナー」という強みを最大限に発揮できる経営環境の整備が必要と思わ
れる。今回の認証を契機として、企業としての事業戦略を策定し、計画的、
継続的な事業発展を期待したい。

企業情報

知恵ビジネスに
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ふ
ん
わ
り
柔
ら
か

オ
リ
ジ
ナ
ル・フ
ロッ
キ
ー
技
法
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
展
開

　
「
フ
ロ
ッ
キ
ー
」
と
は
、
ナ
イ
ロ
ン
や
レ
ー
ヨ
ン
な
ど
の
短
繊
維
を
高
圧

静
電
気
の
力
で
素
材
に
植
え
込
む
加
工
方
法
の
こ
と
を
指
す
。
電
車
や

バ
ス
の
シ
ー
ト
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
、
工
業
製
品
を
中
心
に
身
近
な
と
こ

ろ
で
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
同
社
は
、
こ
の
フ
ロ
ッ
キ
ー
加
工
を
さ
ら

に
改
良
・
進
化
さ
せ
、
独
自
の
発
想
と
技
術
で
、
長
毛
・
極
細
の
繊
維

（
パ
イ
ル
）
で
も
倒
れ
な
い
よ
う
に
植
え
込
む
オ
リ
ジ
ナ
ル
技
法
を
開
発

し
た
。
従
来
の
ゴ
ワ
ゴ
ワ
と
し
た
手
触
り
と
は
異
な
り
、
ふ
ん
わ
り
柔
ら

か
な
風
合
い
が
特
色
で
、
植
え
込
む
パ
イ
ル
の
長
さ
や
太
さ
、
色
使
い
を

工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
加
工
」「
多
色
加
工
」「
透

か
し
加
工
」
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
表
現
が
可
能
に
な
る
。

　

今
回
の
プ
ラ
ン
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
フ
ロ
ッ
キ
ー
技
法
に
よ
る
今
後

の
市
場
開
拓
、顧
客
創
造
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
同
社
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
B
e 

a
n
x
i
o
u
s
（
ビ
ー
ア
ン
キ
シ
ャ
ス
）」

を
百
貨
店
な
ど
に
展
開
。
1
0
0
種
類
を
超
え
る
ユ
ニ
ー
ク
で
斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
は
、
若
者
を
中
心
に
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

今
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
「
デ
ザ
イ
ン
力
」
と
「
技
術
力
」
の
強
み
を
掛

け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
衣
料
品
は
も
ち
ろ
ん
、
靴
や
鞄
、
帽
子
、
リ
ボ

ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
商
品
展
開
が
期
待
で
き
る
。
限
定
的
だ
っ

た
フ
ロ
ッ
キ
ー
加
工
の
用
途
範
囲
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ま

た
、「
フ
ロ
ッ
キ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、

異
分
野
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
国
内
外
の
高
級
ア
パ
レ
ル
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
夢
は
膨
ら
む
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い

「
美
」
の
世
界
の
創
造
で
、明
日
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
。

吉田 貴志
京都市南区久世築山町 479-2
075-922-0890
http://beanxious.com/
直植毛フロッキー加工、
シルクスクリーン捺染加工

代 表 者
所 在 地
T E L
U R L
事業内容

株
式
会
社
テ
ィ
ー
ヘ
ッ
ド

デザインが多様で、加工する生地を
選ばないフロッキー加工の用途範囲
は広い。

若者に好評のオリジナルブランド
を百貨店や直売イベントで展開。

同社独自の加工技術が、
独特の質感を持つ
フロッキー加工を可能
にする。


